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１．研究目的 

スーパーコンピュータでは、電力性能比を高めるために演算加速装置、特に

Graphics Processing Unit（GPU）が広く用いられている。GPU ベンダーは複数あ

るが、それぞれのベンダーが GPU 開発環境を提供しているのが現状であり、開発環

境の分断が問題となっている。アプリケーションを複数の GPU に対応させる場合

は、それぞれのベンダーに対してプログラミングをしなければならない。 
本研究の目的は複数の演算加速装置を統一的に扱える開発環境を実現することであ

る。このような開発環境があれば開発環境が分断されている問題を解決できると考え

ており、SYCL C++標準に基づく開発環境である「CHARM-SYCL」の研究開発を行

う。 
２．研究成果の内容 

本研究は演算加速装置を統一的に扱える開発環境である「CHARM-SYCL」の研究

開発を行うものである。CHARM-SYCL は SYCL で記述された単一コードから、複数

の演算加速装置に対応できるように GPU 向けのコード生成を行う開発環境である。

また、SYCL ランタイムに関して、Oak Ridge National Laboratory（ORNL）と共

同研究を行っており、ORNL が研究しているランタイムライブラリである「IRIS」を

組み合わせて用いることで、複数の演算加速装置を SYCL プログラムから透過的に扱

えることを実現した。計算をタスクとして分割し、IRIS が有する高性能なタスクスケ

ジューラを通してタスクを実行することで、IRIS が自動的に複数の演算加速装置にタ

スク実行を振り分ける。 
本年度の研究では、中性子輸送シミュレーションベンチマークコードである

XSBench に CHARM-SYCL を適用し、複数の演算加速装置を統一的に扱えることを

示した。XSBench のコードは、計算カーネルのタスク分割化を行い、IRIS がタスク

をスケジューリングできるよう変更を加えた。同種複数の場合も、異種複数の場合も

IRIS を通して実行することで透過的に扱える。また、コードの変更はタスク分割化を

施したのみであり、同じ単一のコードを NVIDIA GPU、AMD GPU、両者混在の環

境で実行できることを示した。 
３．学際共同利用プログラムが果たした役割と意義 
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本年度の学際共同利用プログラムが提供する計算機は 3 つあるが、それぞれに特徴

があり、全く異なる環境である。本研究は様々な環境を統一的に扱う事を目的として

おり、本プログラムが果たした役割と意義は大きい。 
４．今後の展望 

現状の CHARM-SYCL 開発環境はプロトタイプであり、引き続き開発を進めていく。

また、いくつかのベンチマークを用いての性能評価しか行えていないため、実アプリケ

ーションへの CHARM-SYCL の適用を目指す。また、高性能計算では複数のノードを

用いて大規模な計算を実行することが一般的であり、タスクを複数ノードに分散させ

る分散タスク実行について研究を進める予定である。 
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